
「命の大切さについて考える日」の取組から

５月８日（木），昨年廿日市市内中学生の自死を受けて，今年度から亡くなった日を

「命の大切さについて考える日」として，市内幼稚園・小学校・中学校が統一して取り

組むことになりました。本校では，やまばとさんに「いのち」に関わる絵本を読んでい

いただきました。昼には集会をもって，校長の講話に続いて，児童会（５・６年生）が

上に掲載した詩を群読で命の大切さについて訴えてくれました。とても心にしみる詩で

した。聞いていた児童もじっとして聞いていました。

集会後に，命に関する川柳を作りましたので一部を紹介します。いじめは絶対しては

いけないということを肝に銘じてほしいと願っています。

いのちはね ひとつしかない たいせつに（２年生）

ともだちが こまっていたら たすけよう（２年生）

ありがとう 長生きしてね おばあちゃん（４年生）

かがやこう みんなの命 輪になって（５年生）

いいんだよ そのままのキミが スキだから（６年生）
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